











































































































































































































































































































































正答 25（41.7） 19（31.7） 16（26.7） 60
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　On	 the	 learning	 from	 reading	 of	 the	 explanatory	 text,	 it	 has	 been	 found	 out	 that	
there	 is	 an	 inappropriate	 reading	 tendency	 in	 the	 comprehension	 related	 to	 a	moral	
value	which	does	not	exist	in	the	text.	This	study	was	investigated	that	the	relationship	





　Results	 indicated	 that	 :(1)	 according	 to	 the	 reading	 representation	 of	 the	 text	 they	
produced,	 the	 participants	who	 produced	 proper	 reading	 comprehension	 of	 the	 text	




Moreover,(3)	 on	 the	 relationship	 between	 the	 readers’	 reading	 representation	 and	 the	
LOL,	 the	 LOL	 rather	 influence	 to	 the	 text	 based	 comprehension	 than	 to	 the	 reading	
representation	of	the	text.
Keywords:	explanatory	text	,	moral	misreading	,	logical	operational	level	,	undergraduate
　　　　　student	in	university
	 （舛田　弘子　人文学部　教授・工藤　与志文　東北大学教育学研究科　教授）
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Appendix 1　材料文
　以下の文章は，朝日新聞2010年04月03日の記事の抜粋で，「携帯電話使用の安全性」に関するもの
です。文章をよく読んで，以下の質問に答えてください。
　「優先席付近では，携帯電話の電源をお切り下さい」。電車やバスのなかで，こんなアナウンスをよ
く聞きます。心臓ペースメーカーなどに，携帯の電波が悪影響を与える可能性があるからだとされて
いますが，携帯の電波って，本当にそんなに危ないものなのでしょうか？
　携帯電話は1990年代に急速に普及し，2000年ごろから，鉄道内の優先席付近では電源を切るよう呼
びかけられるようになりました。鉄道各杜は「心臓ペースメーカーなどの医療機器をご使用のお客様
に安心してご乗車頂くため」といいます。ですが，日本心臓ペースメーカー友の会の日高さんに聞い
てみると，意外な答えが返ってきました。①	「車内の携帯電話を心配しすぎないでほしい」と言うの
です。会員も，携帯を持っている方が多いそうです。友の会は，最近のペースメーカーは携帯の影響
を受けないよう改良されたとして，01年ごろから問題視していないそうです。朝日新聞の投書欄に，
車内の携帯使用を怖いとする読者の投稿が出たため，日高さんは昨年「車内の携帯にびくびく無用」
という文章を朝日新聞に寄せました。また，携帯の電磁波に詳しい電磁界情報センターの大久保さん
によれば，携帯の電波でペースメーカーが誤動作して人が亡くなった事故の報告は，一件もないそう
です。
　携帯電源オフの根拠のひとつとされているのは，関係省庁や業界団体などが97年に作った，②	ペー
スメーカーと携帯電話の間を「22㎝程度以上離す」という指針です。通勤ラッシュ時の混雑で近づく
ことも考えられ，「電源オフ」の要望が出てきました。この基準作りにかかわった日本不整脈学会の
豊島さんは「米国など海外の基準は15㎝。日本は独自に実験して22㎝にした」といいます。「22㎝」
という基準のもとになったのは，「第２世代」の携帯電話「mova（ムーバ）」などの実験でした。日
本独自の周波数を使う携帯電話で，海外より大きな影響があったそうですが，「第３世代」携帯電話
の普及で，movaはすでに12年３月末で終了が決まっています。ただ，ペースメーカーなどの業界団体，
日本不整脈デバイス工業会の岩井さんは「古い電話を使い続けている人が一人もいないと言えない以
上，22㎝の基準を簡単には変えられない」といいます。総務省などは，新タイプの携帯電話が出るた
びに実験を繰り返していますが，最新機種では数㎝以内まで近づけないと影響しないという結果も出
ています。
　このように…（結論が抜けています）…。
説明的文章における「道徳的誤読」の生起は論理操作水準と関連するか？（舛田弘子・工藤与志文）
─ 16 ─
Appendix 2　結論の記述の例
結論の記述の例
望ましい結論
・心臓ペースメーカーに影響を及ぼす電波は，第２世代までの携帯電話からし
か出ていないそうです。車内での携帯電話の使用を心配しすぎる必要はない
でしょう。
・近くまで寄らないと影響がないため，優先席付近での携帯電話の使用は可能
である。
望ましくない結論
MRS的結論
・日常では当たり前に流れているアナウンスだが，実際の所安全性はほぼ確実
なものである。しかし，備えあれば憂いなしの心持ちぐらいでいるくらいが
無難なのだろう。
・携帯の電波ではペースメーカーが誤作動しないことがわかりました。しかし
電車やバスではマナーを守って使用するようにしましょう。
不適当な結論
・日々新しいものをつくり出す人間は，常に危険に近づきながら，日々進化し
ているのです。
・古い携帯電話をもっていて，今だに，ペースメーカーを付けている人々に対
して，離す必要がある。
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